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佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
会
員
が
就
業
中
に
傷
害
な
ど

を
被
っ
た
場
合
に
補
償
を
行
う
た
め

民
間
の
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

補
償
内
容
は
下
表
の
と
お
り
で
、
以

下
の
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

•

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
提
供
し

た
仕
事
に
従
事
中

•

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
催
ま

た
は
指
定
す
る
講
習
会
、
理
事
会
、

各
種
運
営
会
議
の
出
席
中

•

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
催
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
中

　

※

仕
事
場
所
、会
場
等
と
住
居
の
往
復
中
、

仕
事
場
所
間
の
移
動
中
を
含
み
ま
す
。

　
ま
た
、
請
負
、
派
遣
業
務
と
も
に

　
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
金
額
と
保
険
料

　
今
年
度
の
契
約
内
容
は
以
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。
登
録
会
員
全
員
が

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
一
人
当

た
り
保
険
料
二
千
二
百
七
十
円
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
が

一
括
し
て
支
払
い
、
会
員
に
別
途
負

担
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
登
録
会
員
が
業
務
の
遂
行
中
に
他
人
の

身
体
や
財
物
に
損
害
を
与
え
た
場
合
な
ど

に
、
賠
償
債
務
を
補
償
す
る
た
め
の
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
の
内
容
（
最
高
限
度
額
）

　
対
人
賠
償
　
一
名
に
つ
き
三
千
万
円

　
　
　
　
　
　
（
一
事
故
・
保
険
期
間
中

　
　
　
　
　
　
　
一
億
円
限
度
）

　
対
物
賠
償
　
一
事
故
に
つ
き
一
千
万
円

　
　
　
　
　
　
（
保
険
期
間
中
）
　

【
対
物
賠
償
の
発
生
事
例
】

　
草
刈
作
業
に
従
事
中
、
不
注
意
に
よ

り
電
線
を
破
断
し
た
ケ
ー
ス
、
石
跳
ね

に
よ
り
建
物
や
車
両
の
窓
ガ
ラ
ス
を
破

損
し
た
事
例
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
免
責
金
額
】

　
賠
償
金
額
の
う
ち
一
万
円
は
当
該
会

員
の
自
己
負
担
金
と
し
て
徴
収
す
る
こ

と
が
「
会
員
就
業
規
約
」
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
保
険
料
】

　
保
険
料
は
、
一
人
当
た
り
九
百
円
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
一
括
し
て

支
払
い
ま
す
の
で
、
会
員
に
別
途
負
担

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

万
が
一
に
備
え
る
た
め
保
険
加
入
し
て

い
ま
す
が
、
事
故
が
無
い
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
全
就
業
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
団
体
傷
害
保
険
に
つ
い
て

●
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

保険金の種類

後遺障害保険金 24万円～600万円 事故日から180日以内で、そのケガが原因で後遺障害が
生じた場合

手術保険金 入院保険金が支払われる場合で、所定の手術を受けた場合25,000円～50,000円

入院保険金日額 事故日から180日以内で、そのケガが原因で医師の指示に
基づき入院した場合（180日限度）１日5,000円

熱中症危険担保 ー 有り
年間保険料（一人当たり） 2,270円

通院保険金日額 事故日から180日以内で、そのケガが原因で医師の指示に
基づき通院した場合（90日限度）１日3,000円

保険金額 保険給付対象
シルバー人材センター団体傷害保険 （一般的な保険金額など）

死亡保険金 600万円 事故日から180日以内で、そのケガが原因で死亡した場合

入会説明会の予定日午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
当
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室
で
開
催
し
ま
す

９　月　28　日(水)
10　月　28　日(金)
11　月　28　日(月)
12　月　26　日(月)
１　月　27　日(金)
２　月　28　日(火)
３　月　28　日(火)

配分金の支払い予定日
９　月　27　日(火)
10　月　27　日(木)
11　月　25　日(金)
12　月　27　日(火)
１　月　27　日(金)
２　月　27　日(月)
３　月　27　日(月)
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令
和
四
年
四
月
二
日
（
土
）
、
三
日
（
日
）
に
さ
い
き

桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
も
四
月
二
日

（
土
）
に
店
を
出
し
て
、
会
員
の
方
が
丹
精
こ
め
て
作
成

し
た
絵
画
・
陶
器
や
布
製
の
カ
バ
ン
等
を
販
売
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
入

会
促
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

✿
出
品
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
（
順
不
同
）

矢
野
　
幸
正
　
様
（
陶
器
）

吉
永
　
久
　
　
様
（
竹
細
工
等
）

横
原
　
明
子
　
様
（
エ
コ
バ
ッ
ク
）

吉
田
　
ア
サ
子
様
（
絵
画
）

後
藤
　
吉
子
　
様
（
エ
コ
バ
ッ
ク
）

小
島
　
長
三
　
様
（
流
木
作
品
）

池
田
　
良
子
　
様
（
色
紙
等
）

鳴
海
　
保
子
　
様
（
手
芸
品
）

五
十
川
　
博
明
様
（
写
真
）

高
司
　
恵
美
子
様
（
毛
糸
作
品
等
）

さ
い
き
桜
ま
つ
り
開
催

さ
い
き
桜
ま
つ
り
開
催

出
品　あ

り
が
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
し
た
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

　（２）

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
た
だ
今
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
大
友
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に

は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
佐
伯
市
に
お

い
て
は
連
日
二
桁
の
感
染
者
が
出
て
お
り

ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
下
で
の
総
会
と
な

り
ま
し
た
。
午
後
の
お
忙
し
い
中
、
ご
出

席
を
頂
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
当
会
場

に
お
け
る
指
示
に
よ
り
座
席
を
半
減
と
し
、

皆
様
に
は
全
員
マ
ス
ク
着
用
と
し
て
の
開

催
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
密
を
避
け

る
の
と
開
催
時
間
も
極
力
短
時
間
に
す
る

た
め
、
来
賓
の
方
々
に
も
事
情
を
ご
理
解

い
た
だ
き
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

　
さ
て
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
後
ほ
ど
詳
し
く
説
明
が

あ
り
ま
す
が
、
会
員
に
つ
き
ま
し
て
は
対

前
年
度
比
で
二
〇
人
の
減
と
な
り
、
全
シ

協
が
提
唱
す
る
第
二
次
一
〇
〇
万
人
計
画

に
は
な
か
な
か
及
び
ま
せ
ん
が
全
国
的
に

減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
経
営
面
で
は
、
ま
ず
ま
ず
で
令
和
三
年

度
も
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
偏
に
国
、
県
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
ま
た
佐
伯
市
ご
当
局
の
ご
支
援
に
よ

る
も
の
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
堅
実
な
運
営
を
続
け
る
べ

く
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、

受
注
の
拡
大
と
そ
れ
に
見
合
う
会
員
の
確

保
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　　
つ
ぎ
に
、
安
全
就
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
ゼ
ロ
災
害
を
訴
え
て
お
り
ま
す
が
な

か
な
か
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
前
年
度
の
一

三
件
に
対
し
今
年
度
は
一
二
件
と
多
く
の

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
会
員
一
人
一
人
が
基
本
に
従
っ
て
作
業

す
れ
ば
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

今
年
度
は
事
故
の
少
な
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
総
会
の
開

催
に
あ
た
り
、
出
席
い
た
だ
い
た
会
員
及

び
役
員
の
皆
さ
ま
並
び
に
会
場
設
営
に
あ

た
っ
た
職
員
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

甚
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
開
会
に
あ

た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令和４年度 定時総会 開催される令和４年度 定時総会 開催される
2022年6月15日

於・和楽
　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
束
し
な
い
状
況
で
令
和
四
年

度
定
時
総
会
が
佐
伯
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
昨
年
と
同
様
に
、
出
席
者
を
少
数
に
絞
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　大
友
健
太
郎
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
祝
電
及
び

メ
ッ
セ
ー
ジ
二
通
が
披
露
さ
れ
た
後
、
議
長
に
西
元
明
廣

様
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。審
議
の
結
果
、全
議
案

が
承
認
さ
れ
、
終
了
し
ま
し
た
。議
案
の
中
で
、
新
た
に
上

浦
の
藤
田
稔
様
と
行
政
担
当
理
事
の
商
工
振
興
課
の
徳
丸

伸
一
課
長
の
二
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
四
年
六
月
二
四
日
（
金
）
、
安

全
・
適
正
就
業
委
員
、
地
域
安
全
・
適
正

就
業
対
策
員
出
席
の
も
と
第
一
回
合
同
委

員
会
を
開
き
ま
し
た
。

○
令
和
四
年
度
安
全
・
適
正
就
業
の
取
組

み
と
し
て

•

安
全
標
語
の
募
集
、
安
全
意
識
の
徹
底

○
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て

•

年
二
回
以
上
の
委
員
会
開
催

•

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

•

安
全
就
業
強
化
月
間
の
取
組
み
と
し
て

会
員
へ
の
啓
発
文
書
の
発
送

•

安
全
講
習
会
の
開
催
（
二
月
予
定
）

　
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
で
最
も
多
い

ケ
ー
ス
は…

道
路
横
断
中

１
　
確
認
し
な
い
ま
ま
渡
る

２
　
左
を
見
な
い
ま
ま
渡
る
横
断
中
の

　
　
七
割
が
左
か
ら
の
車
と
ぶ
つ
か
っ
て

　
　
い
る

３
　
信
号
を
無
視
し
て
渡
る

４
　
駐
車
車
両
の
直
前
直
後
を
渡
る

５
　
道
路
を
斜
め
に
横
断
す
る

６
　
横
断
歩
道
以
外
を
渡
る

７
　
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
反
射
材
を
付
け

　
　
て
い
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

第
一
回

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　開
催

　
就
業
途
上
で
の
交
通
事
故
や
草
刈
り
中

の
飛
び
石
に
よ
る
ガ
ラ
ス
破
損
、
熱
中
症
、

指
の
切
傷
な
ど
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
現
場
の
状
況
を
事
前
に
十
分
確
認
し
、

適
切
に
対
応
す
れ
ば
防
げ
た
事
故
で
す
の

で
、
今
ま
で
以
上
に
注
意
を
し
て
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。

就
業
中
や
就
業
途
上
の

事
故
が
発
生
！

高
齢
者
の
安
全
・
安
心

　
四
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
、
感
染
拡
大
が
収

ま
り
ま
せ
ん
。
佐
伯
で
も
七
月
二
七
日
に

は
過
去
最
高
の
九
四
名
が
感
染
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
Ｂ
Ａ
・
５
型
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。
当
シ
ル
バ
ー
の
会
員
に
も
感

染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
油
断
を
せ
ず

に
、
３
密
（
密
集
、
密
閉
、
密
接
）
を
避

け
、
自
分
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
仕
事
が
で

き
な
い
ば
か
り
か
、
命
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
ま
め
に
手
洗
い
等
の
消

毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
風
邪
に
似
た
症
状
で
す
の
で
、
軽
視
せ

ず
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
か
か
り
つ
け
病

院
等
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
も

し
感
染
し
た
ら
事
務
所
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

会報　豊 の か け 橋　　第 49 号 （４）

　令和４年度公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会定時総会決議に基づき、佐伯市
シルバー人材センターでも８月２３日、佐伯市長並びに佐伯市議会議長に対し、「生涯現役社
会」を実現するシルバー人材センターの決意と支援の要望書を提出しました。
　　【具体的要望事項】シルバー人材センターの事業推進のための補助金の確保
　　　　　　　　　　　センターに対する公共からの事業発注について

　１０月はシルバー事業促進啓発月間です。
　この運動は、入会していない高齢者にシルバー人材センター事業を周知して入会を勧誘するも
のです。当センターも会員数が減少し４００名を割り込んでいます。

　会員確保が出来なければ、国・市の補助金も減
額され、事業の縮小・継続も難しくなります。新
聞折り込みチラシやテレビＣＭ等で入会促進・仕
事の依頼の広告をしていますが、さらに
会員皆様一人一人が新規会員勧誘・
仕事の受注活動にご協力ください
ますようお願いします。

市長及び市議会議長に要望書提出市長及び市議会議長に要望書提出

シルバー啓発月間　10月1日～31日シルバー啓発月間　10月1日～31日

市長に提出市長に提出 （中央：議長、左：副議長）（中央：議長、左：副議長）
議長に提出議長に提出



（３） 　会報　豊 の か け 橋　　第 49 号

　
令
和
四
年
六
月
二
四
日
（
金
）
、
安

全
・
適
正
就
業
委
員
、
地
域
安
全
・
適
正

就
業
対
策
員
出
席
の
も
と
第
一
回
合
同
委

員
会
を
開
き
ま
し
た
。

○
令
和
四
年
度
安
全
・
適
正
就
業
の
取
組

み
と
し
て

•

安
全
標
語
の
募
集
、
安
全
意
識
の
徹
底

○
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て

•

年
二
回
以
上
の
委
員
会
開
催

•

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

•

安
全
就
業
強
化
月
間
の
取
組
み
と
し
て

会
員
へ
の
啓
発
文
書
の
発
送

•

安
全
講
習
会
の
開
催
（
二
月
予
定
）

　
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
で
最
も
多
い

ケ
ー
ス
は…

道
路
横
断
中

１
　
確
認
し
な
い
ま
ま
渡
る

２
　
左
を
見
な
い
ま
ま
渡
る
横
断
中
の

　
　
七
割
が
左
か
ら
の
車
と
ぶ
つ
か
っ
て

　
　
い
る

３
　
信
号
を
無
視
し
て
渡
る

４
　
駐
車
車
両
の
直
前
直
後
を
渡
る

５
　
道
路
を
斜
め
に
横
断
す
る

６
　
横
断
歩
道
以
外
を
渡
る

７
　
夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
反
射
材
を
付
け

　
　
て
い
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

第
一
回

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　開
催

　
就
業
途
上
で
の
交
通
事
故
や
草
刈
り
中

の
飛
び
石
に
よ
る
ガ
ラ
ス
破
損
、
熱
中
症
、

指
の
切
傷
な
ど
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
現
場
の
状
況
を
事
前
に
十
分
確
認
し
、

適
切
に
対
応
す
れ
ば
防
げ
た
事
故
で
す
の

で
、
今
ま
で
以
上
に
注
意
を
し
て
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。

就
業
中
や
就
業
途
上
の

事
故
が
発
生
！

高
齢
者
の
安
全
・
安
心

　
四
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
、
感
染
拡
大
が
収

ま
り
ま
せ
ん
。
佐
伯
で
も
七
月
二
七
日
に

は
過
去
最
高
の
九
四
名
が
感
染
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
Ｂ
Ａ
・
５
型
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。
当
シ
ル
バ
ー
の
会
員
に
も
感

染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
油
断
を
せ
ず

に
、
３
密
（
密
集
、
密
閉
、
密
接
）
を
避

け
、
自
分
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
仕
事
が
で

き
な
い
ば
か
り
か
、
命
に
関
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
ま
め
に
手
洗
い
等
の
消

毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
風
邪
に
似
た
症
状
で
す
の
で
、
軽
視
せ

ず
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
か
か
り
つ
け
病

院
等
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
も

し
感
染
し
た
ら
事
務
所
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

会報　豊 の か け 橋　　第 49 号 （４）

　令和４年度公益社団法人全国シルバー人材センター事業協会定時総会決議に基づき、佐伯市
シルバー人材センターでも８月２３日、佐伯市長並びに佐伯市議会議長に対し、「生涯現役社
会」を実現するシルバー人材センターの決意と支援の要望書を提出しました。
　　【具体的要望事項】シルバー人材センターの事業推進のための補助金の確保
　　　　　　　　　　　センターに対する公共からの事業発注について

　１０月はシルバー事業促進啓発月間です。
　この運動は、入会していない高齢者にシルバー人材センター事業を周知して入会を勧誘するも
のです。当センターも会員数が減少し４００名を割り込んでいます。

　会員確保が出来なければ、国・市の補助金も減
額され、事業の縮小・継続も難しくなります。新
聞折り込みチラシやテレビＣＭ等で入会促進・仕
事の依頼の広告をしていますが、さらに
会員皆様一人一人が新規会員勧誘・
仕事の受注活動にご協力ください
ますようお願いします。

市長及び市議会議長に要望書提出市長及び市議会議長に要望書提出

シルバー啓発月間　10月1日～31日シルバー啓発月間　10月1日～31日

市長に提出市長に提出 （中央：議長、左：副議長）（中央：議長、左：副議長）
議長に提出議長に提出



（５） 　会報　豊 の か け 橋　　第 49 号

　
令
和
四
年
四
月
二
日
（
土
）
、
三
日
（
日
）
に
さ
い
き

桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
も
四
月
二
日

（
土
）
に
店
を
出
し
て
、
会
員
の
方
が
丹
精
こ
め
て
作
成

し
た
絵
画
・
陶
器
や
布
製
の
カ
バ
ン
等
を
販
売
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
入

会
促
進
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

✿
出
品
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
（
順
不
同
）

矢
野
　
幸
正
　
様
（
陶
器
）

吉
永
　
久
　
　
様
（
竹
細
工
等
）

横
原
　
明
子
　
様
（
エ
コ
バ
ッ
ク
）

吉
田
　
ア
サ
子
様
（
絵
画
）

後
藤
　
吉
子
　
様
（
エ
コ
バ
ッ
ク
）

小
島
　
長
三
　
様
（
流
木
作
品
）

池
田
　
良
子
　
様
（
色
紙
等
）

鳴
海
　
保
子
　
様
（
手
芸
品
）

五
十
川
　
博
明
様
（
写
真
）

高
司
　
恵
美
子
様
（
毛
糸
作
品
等
）

さ
い
き
桜
ま
つ
り
開
催

さ
い
き
桜
ま
つ
り
開
催

出
品　あ

り
が
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
し
た
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

　（２）

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
た
だ
今
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
大
友
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に

は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
佐
伯
市
に
お

い
て
は
連
日
二
桁
の
感
染
者
が
出
て
お
り

ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
下
で
の
総
会
と
な

り
ま
し
た
。
午
後
の
お
忙
し
い
中
、
ご
出

席
を
頂
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
当
会
場

に
お
け
る
指
示
に
よ
り
座
席
を
半
減
と
し
、

皆
様
に
は
全
員
マ
ス
ク
着
用
と
し
て
の
開

催
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
密
を
避
け

る
の
と
開
催
時
間
も
極
力
短
時
間
に
す
る

た
め
、
来
賓
の
方
々
に
も
事
情
を
ご
理
解

い
た
だ
き
案
内
を
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

　
さ
て
、
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
後
ほ
ど
詳
し
く
説
明
が

あ
り
ま
す
が
、
会
員
に
つ
き
ま
し
て
は
対

前
年
度
比
で
二
〇
人
の
減
と
な
り
、
全
シ

協
が
提
唱
す
る
第
二
次
一
〇
〇
万
人
計
画

に
は
な
か
な
か
及
び
ま
せ
ん
が
全
国
的
に

減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
経
営
面
で
は
、
ま
ず
ま
ず
で
令
和
三
年

度
も
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
偏
に
国
、
県
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
ま
た
佐
伯
市
ご
当
局
の
ご
支
援
に
よ

る
も
の
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
堅
実
な
運
営
を
続
け
る
べ

く
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、

受
注
の
拡
大
と
そ
れ
に
見
合
う
会
員
の
確

保
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　　
つ
ぎ
に
、
安
全
就
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
ゼ
ロ
災
害
を
訴
え
て
お
り
ま
す
が
な

か
な
か
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
前
年
度
の
一

三
件
に
対
し
今
年
度
は
一
二
件
と
多
く
の

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
会
員
一
人
一
人
が
基
本
に
従
っ
て
作
業

す
れ
ば
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

今
年
度
は
事
故
の
少
な
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

　
終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
本
総
会
の
開

催
に
あ
た
り
、
出
席
い
た
だ
い
た
会
員
及

び
役
員
の
皆
さ
ま
並
び
に
会
場
設
営
に
あ

た
っ
た
職
員
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

甚
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
開
会
に
あ

た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令和４年度 定時総会 開催される令和４年度 定時総会 開催される
2022年6月15日

於・和楽
　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
束
し
な
い
状
況
で
令
和
四
年

度
定
時
総
会
が
佐
伯
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
昨
年
と
同
様
に
、
出
席
者
を
少
数
に
絞
っ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　大
友
健
太
郎
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
祝
電
及
び

メ
ッ
セ
ー
ジ
二
通
が
披
露
さ
れ
た
後
、
議
長
に
西
元
明
廣

様
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。審
議
の
結
果
、全
議
案

が
承
認
さ
れ
、
終
了
し
ま
し
た
。議
案
の
中
で
、
新
た
に
上

浦
の
藤
田
稔
様
と
行
政
担
当
理
事
の
商
工
振
興
課
の
徳
丸

伸
一
課
長
の
二
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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（６）会報　豊 の か け 橋　　第 47 号

　
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
会
員
が
就
業
中
に
傷
害
な
ど

を
被
っ
た
場
合
に
補
償
を
行
う
た
め

民
間
の
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

補
償
内
容
は
下
表
の
と
お
り
で
、
以

下
の
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

•

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
提
供
し

た
仕
事
に
従
事
中

•

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
催
ま

た
は
指
定
す
る
講
習
会
、
理
事
会
、

各
種
運
営
会
議
の
出
席
中

•

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
催
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
中

　

※

仕
事
場
所
、会
場
等
と
住
居
の
往
復
中
、

仕
事
場
所
間
の
移
動
中
を
含
み
ま
す
。

　
ま
た
、
請
負
、
派
遣
業
務
と
も
に

　
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
金
額
と
保
険
料

　
今
年
度
の
契
約
内
容
は
以
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。
登
録
会
員
全
員
が

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
一
人
当

た
り
保
険
料
二
千
二
百
七
十
円
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
が

一
括
し
て
支
払
い
、
会
員
に
別
途
負

担
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
登
録
会
員
が
業
務
の
遂
行
中
に
他
人
の

身
体
や
財
物
に
損
害
を
与
え
た
場
合
な
ど

に
、
賠
償
債
務
を
補
償
す
る
た
め
の
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
の
内
容
（
最
高
限
度
額
）

　
対
人
賠
償
　
一
名
に
つ
き
三
千
万
円

　
　
　
　
　
　
（
一
事
故
・
保
険
期
間
中

　
　
　
　
　
　
　
一
億
円
限
度
）

　
対
物
賠
償
　
一
事
故
に
つ
き
一
千
万
円

　
　
　
　
　
　
（
保
険
期
間
中
）
　

【
対
物
賠
償
の
発
生
事
例
】

　
草
刈
作
業
に
従
事
中
、
不
注
意
に
よ

り
電
線
を
破
断
し
た
ケ
ー
ス
、
石
跳
ね

に
よ
り
建
物
や
車
両
の
窓
ガ
ラ
ス
を
破

損
し
た
事
例
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
免
責
金
額
】

　
賠
償
金
額
の
う
ち
一
万
円
は
当
該
会

員
の
自
己
負
担
金
と
し
て
徴
収
す
る
こ

と
が
「
会
員
就
業
規
約
」
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
保
険
料
】

　
保
険
料
は
、
一
人
当
た
り
九
百
円
を

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
一
括
し
て

支
払
い
ま
す
の
で
、
会
員
に
別
途
負
担

を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

万
が
一
に
備
え
る
た
め
保
険
加
入
し
て

い
ま
す
が
、
事
故
が
無
い
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
安
全
就
業
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
団
体
傷
害
保
険
に
つ
い
て

●
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

保険金の種類

後遺障害保険金 24万円～600万円 事故日から180日以内で、そのケガが原因で後遺障害が
生じた場合

手術保険金 入院保険金が支払われる場合で、所定の手術を受けた場合25,000円～50,000円

入院保険金日額 事故日から180日以内で、そのケガが原因で医師の指示に
基づき入院した場合（180日限度）１日5,000円

熱中症危険担保 ー 有り
年間保険料（一人当たり） 2,270円

通院保険金日額 事故日から180日以内で、そのケガが原因で医師の指示に
基づき通院した場合（90日限度）１日3,000円

保険金額 保険給付対象
シルバー人材センター団体傷害保険 （一般的な保険金額など）

死亡保険金 600万円 事故日から180日以内で、そのケガが原因で死亡した場合

入会説明会の予定日午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
当
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室
で
開
催
し
ま
す

９　月　28　日(水)
10　月　28　日(金)
11　月　28　日(月)
12　月　26　日(月)
１　月　27　日(金)
２　月　28　日(火)
３　月　28　日(火)

配分金の支払い予定日
９　月　27　日(火)
10　月　27　日(木)
11　月　25　日(金)
12　月　27　日(火)
１　月　27　日(金)
２　月　27　日(月)
３　月　27　日(月)


